
 講習２：調査企画・準備 

1 

講習２ 

総合都市交通体系調査の 
企画・準備 

一般財団法人 計量計画研究所 
東北事務所 小島 浩 

copyright 計量計画研究所 



2 

  
 

実態調査等（ＰＴ調査:人の動きの総合調査） 

交通実態の分析および将来交通量の予測 

計画策定・施策提案（マスタープラン等） 
 

企画・準備（事前検討） 

１年目 
 
２年目 
 
３年目 
 

必要に応じ特定の都市交通計画・施策立案 4年目～ 

一般的なPT調査 

企画・準備の位置づけ 
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■何を成果（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）とし、そのための検討の観
点は何か（計画課題） 

 
■必要データは何か （データ種類、実査企画等） 
 ✓収集データの種類と収集方法（実査、ビックデータ活用等） 
 ✓調査規模（圏域、標本数 等） 
 ✓実態調査の準備   （調査方法、調査票設計等） 

 
■成果（ＭＰ、政策）にどう結び付けるか 
            （分析・予測・評価方法等） 
 
■協議体制をどうするか（委員会、部会等） 

企画・準備の要点 

copyright 計量計画研究所 
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企画準備は、アウトプットをイメージし、課題解決に
向け、必要となる「データ」、政策・計画を導く「分析・
予測」を一体で考える 

アウトプットに向けた手法

企画
（計画課題）

分析
予測評価

アウトプット
（政策・計画）

必要データ
（実査等）

アウトプットに
必要なデータ種類・収集

分析・予測・評価に適
したデータ種類・収集

１年目

２年目 ３年目

copyright 計量計画研究所 
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前年度又は前々年度から準備を行うことが望ましい  
     

６月 11月 ３月 

調査目的 
実査方法 
調査規模 
体制案 

実査企画 
調査票設計 
収集データ 
全体方針 

企画準備 実査年（１年目） 

10月 

 

概
算
要
望 

（
国
）
予
算
要
望 

 
 

 
 

 
 

企
画
準
備
の
ま
と
め 

抽
出
作
業
・
広
報 

調
査
物
件
作
成 

実
査
開
始 

～９月 

実態調査を行う場合、早めに準備 
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 １．計画課題の設定 
 ２．計画課題を踏まえた調査企画 
 ３．トリップ調査票の設計 
 ４．補完・付帯調査の設計 
 ５．分析・予測に向けた準備 
 ６．実態調査に向けた準備 
 ７．全体スケジュール・検討体制 

講習内容 

 講習内容 
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 １．計画課題の設定 
 ２．計画課題を踏まえた調査企画 
 ３．トリップ調査票の設計 
 ４．補完・付帯調査の設計 
 ５．分析・予測に向けた準備 
 ６．実態調査に向けた準備 
 ７．全体スケジュール・検討体制 

分析
予測評価

アウトプット
（政策・計画）

必要データ
（実査等）

アウトプットに
必要なデータ種類・収集

アウトプットに向けた手法

分析・予測・評価に適
したデータ種類・収集

企画
（計画課題）

１．計画課題の設定 

copyright 計量計画研究所 
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＜近年の計画課題設定の例＞ 

・集約型都市構造を支える交通体系の構築 
 
・人口減少、高齢化を踏まえた公共交通計画 
・公共交通の利用促進、活性化 
・移動困難者に対応した移動手段確保 
 
・中心市街地活性化に向けた交通体系の確立 など 

「計画課題」：計画（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）に向けた検討の観点 
    
計画課題は、各都市圏の特性・課題に応じて設定 

copyright 計量計画研究所 
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 【H18沖縄ＰＴの計画課題の例】 

計画課題 

戦略的公共交通体系の構築 BRTやLRT等の展開，モノレール延伸 等 

観光振興・地域活性化型交通
システムの立案 交通ネットワーク整備 等 

道路空間の有効活用方策の
推進 

歩きやすい環境整備 等 

実践型交通施策の推進 公共交通の利用促進、ＴＤＭ施策展開 

取り組むべき施策等 

copyright 計量計画研究所 
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 【H27群馬ＰＴの計画課題の例】 

持続可能な都市構造の構築 

人口減少下のまちのまとまりづくり 

誰もが移動しやすい交通環境の
構築 

広域的な観光周遊ネットワークの
構築 

災害に強い安心安全なまちづくり 

望ましい都市構造にあわせた都市計画道
路見直し等 

社会資本・公共施設の維持管理更新の
検討（適正配置等） 

広域的鉄道ネットワーク、利便性の高いバ
スネットワーク 

観光周遊ネットワークの検討 

避難支援、帰宅困難者対策 

計画課題 取り組むべき施策等 

copyright 計量計画研究所 
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 １．計画課題の設定 
 ２．計画課題を踏まえた調査企画 
 ３．トリップ調査票の設計 
 ４．補完・付帯調査の設計 
 ５．分析・予測に向けた準備 
 ６．実態調査に向けた準備 
 ７．全体スケジュール・検討体制 

分析
予測評価

アウトプット
（政策・計画）

必要データ
（実査等）

アウトプットに
必要なデータ種類・収集

アウトプットに向けた手法

分析・予測・評価に適
したデータ種類・収集

企画
（計画課題）

copyright 計量計画研究所 
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 ①調査の全体構成：どのレベルの調査にするか 

  例１：マスタープラン、施策立案、予測が必要な場合 
      ⇒ オーソドックスなフルセットの調査 
        （通常のＰＴ調査＋必要な付帯調査） 
  

  例２：特定の計画・施策のみの検討が必要 
      ⇒ 簡易調査検討 
       （小規模PT、地域限定PT、付帯調査のみ等）        
 
 
 ②実態調査体系の明確化 
    補完・付帯調査、既存データ活用の検討・企画 

 ２．計画課題を踏まえた調査企画 

計画課題に対応した実査企画、収集データの特定 

copyright 計量計画研究所 



13 

③収集可能な主な既存データ 

 a. 交通統計調査（道路センサス、大都市交通センサス等） 
 b. 警察等の観測交通量、旅行時間、渋滞状況 
 c. プローブカーによる旅行速度データ 
 d. 交通事業者の駅間・バス停間の利用者数(ICｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ等） 
 e. 民間企業が提供・販売する人の滞留・流動データ 
  ｅｘ．携帯電話の位置情報に基づく滞留人口データ 
  

 ⇒ビッグデータ等の実態と活用方法は、講習６を参照 
  （上記 c・d・e が該当） 
 

copyright 計量計画研究所 
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 【H18沖縄ＰＴの実査・データ体系の例】 

戦略的公共交通体系の構築 

観光振興・地域活性化型交
通システムの立案 

道路空間の有効活用方策の
推進 

実践型交通施策の推進 

本体調査（トリップ調査） 
世帯構成の把握 
個人行動の把握 

ＴＤＭ意向調査 

生活行動調査 
（地域交通ニーズ把握） 

観光調査 
周遊ニーズ把握 
詳細行動の把握 

選好意識調査 
（新たな公共交通ｼｽﾃﾑの可能性） 

計画課題 

copyright 計量計画研究所 
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 【H27群馬ＰＴの実査・データ体系の例】 

本体調査（トリップ調査） 
世帯構成の把握 
個人行動の把握 

交通・生活アンケート調査 

スクリーンライン調査 

ビックデータ活用 
携帯電話位置情報データ 
民間プローブデータ 

持続可能な都市構造の構
築 

人口減少下のまちのまとま
りづくり 

誰もが移動しやすい交通環
境の構築 

広域的な観光周遊ネットワ
ークの構築 

災害に強い安心安全なま
ちづくり 

計画課題 

copyright 計量計画研究所 
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３．トリップ調査の設計 

①日常的な生活圏域として必要十分な範囲 
 （考慮すべき具体的な視点） 
    ・中心都市からの通勤・通学圏域 
    ・商圏等の地域間のつながり 
    ・自然条件、行政界 
 
 
②計画課題・施策の検討上で必要十分な範囲 
 

③調査コストとのバランスにも配慮 

（1）調査対象圏域の設定 

copyright 計量計画研究所 
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 必要なサンプル数（標本数）又は標本率（サンプル数の対人口
割合）は、関係式に基づいて設定 
  
 
 
 
 
 
 
・目的分類：通勤、通学、私事、業務など（４～５目的） 
・手段分類：鉄道、バス、自動車など（４～５手段） 
・ゾーン数：都市圏に応じて設定 

( ) r)/r/N1)・(1(ZKKARSD −−=

RSD(A) 
K     
N 
ZK 
ｒ 

： 相対誤差（一般的に20％以内を目標）  
： 信頼係数         
： 母数 
： カテゴリー数（ゾーン数×目的分類数×手段分類数） 
： 標本率 

(２)調査規模（標本率）の設定 

copyright 計量計画研究所 
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調査規模と精度、費用の関係 

少ない
（低い）

標本数
（標本率）

精　度 分析・予測 費　用

多い
（高い）

安い

高い

低い
（荒い）

制約多い
工夫が必要

各種・幅広く
分析可能

高い

大

小

ト
リ
ッ
プ
調
査
の
規
模

どの程度の規模・内容で実施するかは、 
都市圏の実情や予算を加味して決定すべき copyright 計量計画研究所 
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主な都市圏の標本率  
 
 
 
 
 

0%
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10%
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標
本
率
（
％
）

都市圏人口（万人、５歳以上）

都市圏人口（5歳以上）と標本率

Ｈ23中京

Ｈ27群馬

Ｈ20東京

Ｈ22京阪神

Ｈ24熊本
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① 調査手法 
   訪問調査 又は 郵送調査（ＷＥＢ回収併用） 
② 回収率の想定 
  調査手法により回収率は異なる 
    

(２)調査規模（標本率）の設定 

・訪問調査：回収率７０～８０％（低いと６０％） 

・郵送調査：回収率２０～３０％（高いと４０％） 

 ③ 配布数の設定 
  ・回収率50％設定であれば配布数は、標本数の２倍 
  ・回収率20％設定であれば配布数は、標本数の５倍 

copyright 計量計画研究所 
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① 調査票の構成 
    調査票は「世帯票」と「個人票」で構成されることが多い 

② 基本的な調査項目 

(３)トリップ調査票の設計 

世帯票 ・現住所 
・世帯構成員の年齢、続柄、運転免許保有 
・世帯で保有する自動車等の保有 
・世帯構成員の就学、就業状況 

個人票 ・出発地の住所、施設、出発時刻 
・到着地の住所、施設、到着時刻 
・移動目的 
・移動手段 

copyright 計量計画研究所 
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世帯票（表）の例：仙台都市圏 

住居の設問 
（賃貸/所有、戸建/集合等） 

 
住み替えの設問 

（転居年、前住居、転居理由） 

世帯属性の設問 

車種別の保有台数 

現住所 

copyright 計量計画研究所 
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世帯票（裏）の例：仙台都市圏 

就業状況 
（正規・非正規等） 就学先 就業先 

（産業、始業時刻、兼業有無） 

copyright 計量計画研究所 
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個人票（表）の例：山形都市圏 

起床、就寝時間 

施設を細分類 

高速道路利用 

乗降駅・バス停名 

copyright 計量計画研究所 
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個人票（裏）の例：山形都市圏 

日曜調査 

copyright 計量計画研究所 
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● スクリーンライン調査 
 ＜目的＞  
   自動車ＯＤ表の精度を検証するため、自動車交通量

を把握する 
  ※自動車交通量推計の精度が求められる場合は重要 

 ＜方法＞ 
   河川や鉄道など、そこを通過する自動車のほぼ全数が

把握できる仮想線（スクリーンライン）を設定し、横切
る交通量を観測 

 

 

（4）補完・付帯調査 

copyright 計量計画研究所 
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 各都市圏で様々な付帯調査が実施されている。 
  

●付帯調査 

 ＜ＰＴ調査と同時に実施する調査の例＞ 
  

     意識調査（ＰＴ調査と同時に配布）の決定事項 
    ・調査票 
    ・目標回収サンプル数と配布票数 
   

 ＜ＰＴ調査とは別に実施する調査の例＞ 
   観光交通計画のためのヒアリング調査の決定事項   
    ・調査箇所（観光地・宿泊施設・駐車場 等） 
    ・目標回収サンプル数と調査員配置案 
    ・調査票 
    ・調査方法（郵送か、聞き取りか） 
 copyright 計量計画研究所 
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 【H27群馬ＰＴの実査・データ体系】 

本体調査（トリップ調査） 
世帯構成の把握 
個人行動の把握 

交通・生活アンケート調査 

スクリーンライン調査 

ビックデータ活用 
携帯電話位置情報データ 
民間プローブデータ 

持続可能な都市構造の構
築 

人口減少下のまちのまとま
りづくり 

誰もが移動しやすい交通環
境の構築 

広域的な観光周遊ネットワ
ークの構築 

災害に強い安心安全なま
ちづくり 

計画課題 

同時 
配布 

copyright 計量計画研究所 



群馬ＰＴ：交通・生活に関するアンケート調査 

特定の平日一日の調査では把握できない外出頻度の低い高
齢者等の活動把握のため、頻繁に利用する施設やそこへの利
用交通手段、ニーズを把握する 

調 査 概 要 

調査対象 
本体調査（トリップ調査）の全対象世帯に対し
て高校生以上の居住者 

調査票 Ａ３判（両面） 
調査方法 郵送調査及びWEB回収 

29 
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 群馬PTの交通・生活アンケート票 

30 

買い物でよく行く場所（２か所）、 
頻度、交通手段を把握 

通院でよく行く場所、頻度、交通手段 

食事・娯楽などよく行く場所（２か所）、 
頻度、交通手段を把握 

送迎でよく行く場所、頻度、送迎者 

copyright 計量計画研究所 
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 【H18沖縄ＰＴの実査・データ体系】 

戦略的公共交通体系の構築 

観光振興・地域活性化型交
通システムの立案 

道路空間の有効活用方策の
推進 

実践型交通施策の推進 

本体調査（トリップ調査） 
世帯構成の把握 
個人行動の把握 

ＴＤＭ意向調査 

生活行動調査 
（地域交通ニーズ把握） 

観光調査 
周遊ニーズ把握 
詳細行動の把握 

選好意識調査 
（新たな公共交通ｼｽﾃﾑの可能性） 

計画課題 

同時 
配布 

別に 
実施 

copyright 計量計画研究所 



交通渋滞等の問題解決に向けた施策や計画検討のための観
光客の交通行動データを収集することを目的 

調 査 概 要 

調査対象 沖縄本島 （県外からの旅行者を対象） 
調査期間 ・2006年10月～11月 

サンプル数 
・収集実績：284グループ 
 ※2泊3日以上のグループを中心に調査機器を配布 

調査方法 
・レンタカー会社にて、GPS携帯電話の配布回収 
・調査員による説明5～10分程度 
・協力者へは、2,000円分の商品券を謝礼として贈呈 

32 

沖縄ＰＴ：観光交通プローブパーソン調査 

copyright 計量計画研究所 



■取得データ 
 
 －移動履歴だけでなく、交通手段・移動の目的を収集（ＧＰＳ携帯で回答） 

取得データ 

・移動履歴（時刻、緯度、経度） 
・移動目的 
・移動手段 
・写真撮影箇所、渋滞箇所 等（エントリデータ） 
・被験者属性（グループ形態、人数、年代、過去の沖縄への旅行回数 等） 
・Webアルバムを利用した「調査への協力意向」   
 に関するアンケート 

■データ活用 
 
 －国道利用と高速利用における周遊行動範囲の違い 
 －観光客が渋滞に引っかかる場所・時間帯 
 －観光客の目的地までの「うろつき」行動の把握 
 －観光客の集中する地域・時間帯  など 

33 
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■分析結果①：移動軌跡 

2006/10/1 
 ～2006/10/31 

資料：沖縄本島中南部都市圏総合都市
交通体系調査報告書／集計解析編 

34 
copyright 計量計画研究所 



■分析結果②：渋滞箇所 

被験者が渋滞と感じた場所で調査機器
を操作してもらい位置情報を収集 
 

資料：沖縄本島中南部都市圏総合都市
交通体系調査報告書／集計解析編 
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  近年実施された付帯調査（2000年～） 

■調査内容ごとの件数（29都市圏） ○交通実態 
 －目的や手段ごとに詳細に調査  
  する例が多い（公共交通、自 
  動車、通勤、買物、通院） 
○住民意識調査 
 －満足度 
 －住み替え意向 
 －交通サービス 
 －自動車転換可能性 
 －モビリティマネジメント(MM) 
○休日交通 
  －中心市街地の買物が中心 
○観光交通 
 －沖縄中南部ではPP調査を実施 
○冬期交通 
 －旭川、道央都市圏等で実施 
 

4
4
4

3
3
3
3
3

2
2
2

1
1
1
1
1

11
9

8
8

7
5

2
2

1
1

6
7

3

0 5 10 15

生活行動全般

通勤交通

買物交通

公共交通利用

高齢者

事業所

中心市街地

通学交通

自動車利用

通院交通

鉄道端末交通

バス利用

交通手段全般

施設利用

新幹線

大規模施設関連交通

満足度（交通手段）

居住に関する意識・住み替え意向

都市交通施策に対する意向

交通サービスに対する意向

自動車転換可能性

交通手段選好意識

交通機関利用状況（ＭＭ）

満足度（居住地）

生活スタイル

転居実績

休日交通（実態・意向）

観光交通（実態・意向）

冬期交通（実態・意向）

交
通

実
態

住
民

意
識
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 １．計画課題の設定 
 ２．計画課題を踏まえた調査企画 
 ３．トリップ調査票の設計 
 ４．補完・付帯調査の設計 
 ５．分析・予測に向けた準備 
 ６．実態調査に向けた準備 
 ７．全体スケジュール・検討体制 

分析
予測評価

アウトプット
（政策・計画）

必要データ
（実査等）

アウトプットに
必要なデータ種類・収集

アウトプットに向けた手法

分析・予測・評価に適
したデータ種類・収集

企画
（計画課題）

５．分析・予測に向けた準備 
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（１）ゾーニング 
 ・集計・分析の地域単位の設定 
 ・複数のゾーンレベルを設定し、
用途に応じて使い分け 

  →分析単位、予測単位を事
前に決めておくことが必要 

 

 

小ゾーン界
市町村界

【H14年仙台PTの例】 

区分 ゾーン数 用途 
大ゾーン ５８ 都市圏概況の把握 
中ゾーン ４０９ 集計分析の基本単位 

市街化区域等との整合 
小ゾーン １８２５ 予測上の地域単位 
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（２）分析・予測手法 

 ①柔軟な地域分析に向けた工夫（ジオコーディング） 
   住所（番地・号）を座標データ（点）として整備 
   →調査票設計での対応が必要 
 ジオコーディング 

  例：駅300m圏の交通特性分析が可能 
従来：分析単位がゾーン単位 

copyright 計量計画研究所 



40 

 ②需要予測の手法の確認 
  計画課題の検討に相応しい需要予測手法を事前検討し、ト
リップデータ以外の必要データを確認する。 

【H14年仙台PTの例】 

地域間予測
交通手段別の予測

発生量の予測

自動車交通量予測

生成量の予測

自動車

現況自動車交通量データが必要 

自動車、バスの走行速度データが必要 
駐車場収容台数データが必要 
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＜住民基本台帳データの利用可能性の把握と事前依頼＞  
○ 住民基本台帳の使用にはさまざまな手続きが必要。 
○ 全市町村にアンケート調査等を実施して、以下の情報を把握
し、抽出計画を策定する。 

 

＜把握すべき情報＞ 
  ① 個人情報保護に係る取り扱い留意点 
  ② 台帳使用の手続き・必要書類・費用 
  ③ 電算抽出や電子データでの提供の可否 
  ④ 外字ファイルの提供可否、名前のふりがな提供可否 

６．実態調査に向けた準備 

copyright 計量計画研究所 



42 

・市町村単位で個人情報保護の条例制定 
・市町村条例に対応した方針を明確にする必要あり 

個人情報保護の遵守と対応 

宮城県 

 

ＰＴ調査 

個人情報保護
の方針の策定 

受注者 

 

個人情報保護
に向けた要領
（作業方針） 

 

授受、運搬、管理等 

受注者 

（作業者） 

 

各作業場での対
応策（計画） 

 

具体的な運用方法 

市
町
村
の
条
例
整
理 

【H28年仙台PTの例】 

企画・準備での対応範囲 
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①ＷＥＢ回収法    
 ・回収率が低い単身世帯・若年者への対応 
②粗品・景品 
 ・実施例は増えつつある 
  ✓粗品（ボールペン等） 
   ※熊本PT・群馬PT 
  ✓景品（特産品等） 
   ※群馬PT、仙台PT、山形PT 
 ※景品抽選は、応募のため個人情報を集めることとなり、個人

情報への十分な対応が必要 
 
 

回収率向上に向けた方策 
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③ていねいな依頼状 
 ex. ＰＴの意義のＰＲ資料、知

事の写真・サイン 
 ※名前・写真使用の確認 
 
④回収先 
 ・郵送調査票の行政受領 
 ※行政受領の可能性確認 
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⑤キャラクター使用 
 ※キャラクター使用の可否・ルールの確認 

copyright 計量計画研究所 
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 実態調査から分析、予測、計画提案にいたる３ヵ年の全
体スケジュールを作成する。 

７．全体スケジュール・検討体制 

（１）全体スケジュール 
  

＜留意事項＞ 
  ※ 関係機関との調整、結果公表・意見聴取等を考慮 

１年目 ２年目 ３年目 

実態調査 
データ整備 

分析・課題整理 
予測手法検討 

将来予測 
計画・施策立案 

調整等で時
間を要する
ので注意 
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 ○ さまざまな関係主体に参画を求めて 
      委員会等の組織 を構築 
  
 ○ 調査の実務担当者間で、 
      担当者会議または事務局会議 を構築 
  

（２）検討体制 

【H14年仙台PTの例】 

委員会 
（決定の場） 

幹事会 
（調整の場） 

検討部会 
（検討の場） 

事務局 
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✓政策・計画に関する情報公開、市民等の意見を聴取した計画
反映が求められている 

 
✓ＰＲのタイミング 
   調査実施時 ： 調査の協力要請、周知 
   分析結果   ： 問題課題の共有 
   計画提案   ： 計画・施策の周知、共有 
 
✓ＰＲツール 
   ニューズレター、ホームページ、シンポジウム、ＳＮＳ等 
 
  

（３）ＰＲや関係者への意見聴取 
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企画準備は、アウトプットをイメージし、課題解決に
向け、必要となる「データ」、政策・計画を導く「分析・
予測」を一体で考える 

おわりに 

アウトプットに向けた手法

企画
（計画課題）

分析
予測評価

アウトプット
（政策・計画）

必要データ
（実査等）

アウトプットに
必要なデータ種類・収集

分析・予測・評価に適
したデータ種類・収集

１年目

２年目 ３年目
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望ましい交通・まちづくり政策に向けた第一歩は、 
入念な「企画・準備」から始まる。 

 
 

ご清聴ありがとうございました。 
copyright 計量計画研究所 
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